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「
地
方
財
政
分
析
実
践
講
座
」
を
実

施
し
ま
し
た 

  
２
０
２
１
年
度
の
通
常
総
会
で
要
望
の
あ
り
ま
し

た
「
地
方
財
政
分
析
実
践
講
座
」
を
７
月
23
日
（
土
）

か
ら
８
月
21
日
（
日
）
に
か
け
３
回
の
講
座
を
行
い

ま
し
た
。
10
名
の
受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

初
日
は
財
政
分
析
に
必
要
な
エ
ク
セ
ル
操
作
の
た

め
の
「
予
備
講
座
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

次
の
日
は
実
際
に
決
算
資
料
な
ど
か
ら
数
値
を
拾

い
上
げ
、
自
治
体
財
政
の
分
析
資
料
作
成
を
手
が
け

る
「
本
講
座
１
」
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
日
の
８
月
21

日
は
各
受
講
生
が
作
成
し
た
資
料
に
基
づ
き
、
成
果

を
発
表
す
る
「
本
講
座
２
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

エ
ク
セ
ル
操
作
に
苦
戦
し
、
な
か
な
か
前
に
進
め

な
い
方
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
初
の
挑
戦
と
し
て
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

「
通
信
・
い
わ
て
地
域
総
研
」
で
は
、
受
講
生
が
ま

と
め
た
成
果
を
順
次
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は

岩
手
自
治
労
連
書
記
長
の 

新
沼 

優
さ
ん
の
大
船

渡
市
の
財
政
分
析
で
す
。 

 

 
 

   

 

大
船
渡
市
の
財
政
状
況
及
び
人 

口
・
職
員
数
の
関
連
に
つ
い
て 

 

岩
手
自
治
労
連 

新
沼 

優
さ
ん 

 

１
．
目
的 

 

 
 

東
日
本
大
震
災
前
の
大
船
渡
市
の
財
政
状
況

と
震
災
後
の
復
興
・
創
生
期
間
（
平
成
28
年
度

～
令
和
２
年
度
）
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
実
態

を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
人
口
、
職
員
数
の
分
析
を

進
め
、
職
員
数
の
適
正
化
を
考
察
す
る
た
め
の
基 

 

礎
資
料
と
す
る
。 

 

２
．
方
法 

 
 

対 
 

象 

 
 

大
船
渡
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
歳 

入
・
歳
出
決
算
書
」
「
大
船
渡
市
の
給
与
・ 

定
員
管
理
等
に
つ
い
て
」
を
資
料
と
し
て
使 

用
し
た
。 

対
象
年
度 

 
 

平
成
22
年
度
、
復
興
・
創
生
期
間
（
平
成 

28
年
度
、
平
成
29
年
度
、
平
成
30
年
度
、 

令
和
１
年
度
、
令
和
２
年
度
）
で
あ
る
。 

 
 

調
査
方
法 

 
 

対
象
と
し
た
「
歳
入
・
歳
出
決
算
書
」「
大 

船
渡
市
の
給
与
・
定
員
管
理
等
に
つ
い
て
」 

年
度
ご
と
の
数
字
を
ま
と
め
た
。 

 
 

調
査
内
容 

 
 

歳
入
・
歳
出
、
職
員
数
、
給
与
費
、
人
件 

 

費
率
、
人
口
に
つ
い
て
、
年
度
ご
と
及
び
全 

体
の
推
移
を
み
た
。 

 
 

分
析
方
法 

① 
 

歳
入
に
つ
い
て
、
全
体
は
も
と
よ
り
、 

繰
入
金
、
市
税
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出

金
、
県
支
出
金
、
市
債
の
推
移
を
み
た
。 

② 
 

歳
出
に
つ
い
て
、
全
体
は
も
と
よ
り
、 

総
務
費
、
民
生
費
、
土
木
費
、
農
林
水
産
業

費
、
教
育
費
、
交
際
費
の
推
移
を
み
た
。 

③ 
 

職
員
数
に
つ
い
て
、
普
通
会
計
（
一 

般
行
政
職
）
、
公
営
企
業
等
会
計
（
水
道
等
）

及
び
全
体
の
推
移
を
み
た
。 

④ 
 

給
与
費
（
普
通
会
計
）
、
人
件
費
率 

（
普
通
会
計
）
の
推
移
を
み
た
。 

⑤ 
 

人
口
の
推
移
を
年
度
ご
と
に
み
た
。 

⑥ 
 

人
口
と
職
員
数
を
比
較
し
関
連
を 

み
た
。 

⑦ 
 

職
員
数
と
人
件
費
を
比
較
し
関
連 

を
み
た
。 
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３
．
結
果 

歳
入
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
、

繰
入
金
が
、
震
災
前
の
平
成
22
年
度
と
比
較
し

７
倍
で
あ
り
、
基
金
か
ら
の
繰
入
が
復
興
を
支
え

て
い
る
。
平
成
28
年
度
は
、
20
倍
で
あ
っ
た
。  

 

歳
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
と
比
較
し
、
ほ

ぼ
全
て
の
項
目
で
高
止
ま
り
の
傾
向
に
あ
る
。 

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
令

和
２
年
度
ま
で
、
全
国
か
ら
５
５
９
人
が
応
援
に

駆
け
付
け
た
。
平
成
27
年
度
の
88
人
が
最
高
で

あ
っ
た
。
正
規
職
員
は
、
概
ね
４
０
０
人
前
後
で

推
移
し
て
い
る
が
、
普
通
会
計
（
一
般
行
政
職
）

の
職
員
数
は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
他
方
、
公
営

企
業
等
会
計
（
水
道
等
）
の
職
員
は
増
加
の
傾
向

に
あ
る
。 

人
口
に
つ
い

て
は
、
毎
年
、
減

少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。 

          

             

４
．
考
察
と
結
論 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
大
船
渡
市
で
は
、
復
旧
・
復
興
関
連
事
業
を
実

施
し
て
い
く
上
で
職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
の

解
消
を
図
る
た
め
に
、
平
成
23
年
度
か
ら
令
和

２
年
度
ま
で
、
全
国
か
ら
応
援
職
員
５
５
９
人
が

従
事
し
た
。
政
府
が
定
め
た
「
復
興
・
創
生
期
間
」

が
令
和
２
年
３
月
末
で
終
了
し
、
大
船
渡
市
で
は
、

災
害
復
興
局
を
廃
止
す
る
と
と
と
も
に
、
事
業
の 

大
部
分
の
完
了
と
復
興
・
創
生
期
間
の
一
区
切
り

を
理
由
に
応
援
職
員
の
受
け
入
れ
を
終
え
た
。 

応
援
職
員
の
減
少
を
踏
ま
え
つ
つ
、
正
規
職
員

が
４
０
０
人
前
後
で
横
ば
い
に
推
移
す
る
な
か
、

人
件
費
率
の
増
加
は
、
正
規
職
員
が
一
人
で
は
対
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応
し
き
れ
な
い
業
務
量
の
増
加
を
示
唆
し
て
い

る
。 歳

出
に
目
を
向
け
る
と
、
震
災
前
の
平
成
22

年
度
と
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の

５
年
分
の
推
移
は
、
復
興
に
起
因
し
て
歳
出
項
目

が
増
加
し
て
お
り
、
業
務
量
全
体
が
増
加
し
た
。 

 

令
和
２
年
度
に
お
い
て
も
、
歳
出
項
目
の
多
く

で
震
災
前
（
平
成
22
年
度
）
を
上
回
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
民
政
費
は
、
高
止
ま
り
の
傾
向
が
続

き
、
こ
れ
は
、
高
齢
化
に
伴
っ
て
の
保
健
分
野
で

の
行
政
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

子
供
・
子
育
て
対
策
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
社
会

保
障
を
中
心
に
地
方
自
治
体
の
担
う
業
務
量
が

人
口
減
少
と
は
逆
に
、
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
歳
入
・
歳
出
規
模
が
震
災
前
よ
り

拡
大
し
た
現
状
の
予
算
に
お
い
て
、
予
算
執
行
の

適
正
を
期
す
る
た
め
、
応
援
職
員
が
去
っ
た
い
ま
、

大
船
渡
市
役
所
が
住
民
福
祉
の
機
関
と
し
て
役

割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
正
規
職
員
の
増
員
が
必

要
で
あ
る
。 
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グ
ラ
フ
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
に 

        

  
 

            

      

 

決算カード（葛巻町の決算収支・基本的財政指標）

01 02

H13 H14

歳入総額       A 6,673,518 7,119,172

歳出総額 B 6,494,783 6,986,335

歳入歳出差引(A)-(B) C 178,735 132,837

翌年度に繰り越すべき財源 D 26,569 22,802

実質収支(C)-(D) E 152,166 110,035

単年度収支 F 11,243 -42,131

積立金 G 71,051 77,002

繰上償還金 H 0 0

積立金とりくずし額 I 60,000 190,000

実質単年度収支(F+G+H-I) J 22,294 -155,129

基準財政需要額 3,931,923 3,696,126

基準財政収入額 573,909 553,012

標準財政規模 4,086,830 3,845,049

財政力指数 0.14000 0.15000

実質収支比率 3.7% 2.9%

公債費負担比率（％） 25.1 24.8

公債費比率（％) 18.8 19.4

起債制限比率（％) 12.3 13.3

積立金現在高 874,272 671,086

うち財政調整基金 225,440 112,442

うち減債基金 149,889 109,891

うちその他特定目的基金 498,943 448,753

地方債現在高 9,106,979 9,364,267

土地開発基金現在高 95,000 95,000

収益事業収入額 0 0

債務負担行為額（支出予定額） 1,065,150 860,418

将来にわたる実質的財政負担額 9,297,857 9,553,599

同上の割合 227.5% 248.5%

 

17 18

H29 H30

7,872,043 7,221,197

7,231,767 6,426,333

640,276 794,864

70,084 444,146

570,192 350,718

158,244 -219,474

9 8

0 114,706

0 0

158,253 -104,760

3,441,048 3,412,050

542,211 546,485

3,708,141 3,674,833

0.150 0.160

15.4% 9.5%

10.8 13.4

5.4 6.3

5,757,206 5,817,405

852,945 852,953

620,821 620,827

4,283,440 4,343,625

7,701,620 7,887,059

95,000 95,000

0 0

45,779 0

1,990,193 2,069,654

53.7% 56.3%

 

65 
70 72 

61 

54 55 
61 

52 
56 

68 

59 
64 62 62 64 

71 72 

64 

41 38 
36 35 35 36 35 37 39 40 39 40 39 38 39 38 37 37 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30

億円 財政規模推移

歳入総額

歳出総額

標準財政規模
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1.5 1.4 1.4 1.5

2.0 2.1
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2.8

1.1

4.0

1.6

3.2
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3.5

3.7%
2.9%

4.1%4.0%3.9%4.1%

5.8%5.7%

8.0%7.1%
2.9%

10.2%

4.1%
8.3%

14.2%

10.8%

15.4%

9.5%

0.0%
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H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30

億円 実質収支状況

実質収支額

実質収支比率

 

0.14 
0.15 0.15 

0.16 
0.17 

0.18 
0.17 0.17 

0.16 
0.15 0.15 

0.14 0.14 0.14 
0.15 0.15 0.15 

0.16 

39.3
37.0

34.433.333.934.233.634.134.736.235.836.236.235.036.235.434.434.1
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01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18

億円 財政力指数

財政力指数

基準財政需要額

基準財政収入額

 

25.124.8
26.226.227.2

24.2
25.5

22.6

18.417.8
16.2

14.514.6
12.812.2

9.8 10.8

13.4

18.819.419.019.919.8
18.7

17.516.8
15.3
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％
公債費比率推移

公債費負担比率

（％）
公債費比率（％)

起債制限比率（％)

 

91 94 95 
91 

86 
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76 
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67 
64 61 58 57 56 

63 
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77 79 227.5%

248.5%
267.4%270.4%

246.1%
232.0%
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億円 将来の財政負担の状況

地方債現在高

積立金現在高

債務負担行為額（支出予

定額）
将来にわたる実質的財政

負担割合

エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て
財
政
分
析
を
し
よ
う 

岩
手
地
域
総
合
研
究
所
事
務
局
員
の
黒
澤
で
す
。
今
回
「
地
方
財
政
分
析
実
践
講
座
」
の
開
催
を

機
会
に
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て
表
と
グ
ラ
フ
を
作
成
し
て
み
ま
し
た
。 

 

初
村
尤
而
／
み
え
・
市
町
村
財
政
を
考
え
る
会
編
（
東
海
自
治
体
問
題
研
究
所
発
行
）
の
「
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
で
や
っ
て
み
る
自
治
体
分
析
」
Ｃ
Ｄ‐

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
使
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
左
の
図
表
（
諸
指
数
の
推
移
）
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
グ
ラ
フ
を
作
成
で
き
る

よ
う
に
定
型
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

総
務
省
が
公
開
し
て
い
る
全
国
市
町
村
の
決
算
カ
ー
ド
を
も
と
に
、
今
回
葛
巻
町
の
平
成
13
年

度
～
平
成
30
年
度
ま
で
の
デ
ー
タ
を
打
ち
込
ん
で
作
成
さ
れ
た
グ
ラ
フ
で
す
。
ど
こ
の
市
町
村
財

政
分
析
に
も
使
え
ま
す
。
こ
れ
は
一
例
で
す
が
、
エ
ク
セ
ル
は
、
わ
が
町
の
財
政
状
況
を
知
る
た

め
の
な
く
て
は
な
ら
な
い
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。 
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寄
稿
１ 

「
食
料
危
機
に
立
ち
向
か
う
運
動

の
共
同
を
」 

 
い
わ
て
食
・
農
ネ
ッ
ト 

荻
原
武
雄
さ
ん 

  
 

 

い
わ
て
食
・
農
・
地
域
を
守
る 

県
民
運
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
以
下
い
わ
て
食
・
農
ネ
ッ
ト
）
は
、
食

の
安
全
・
地
域
の
農
林
漁
業
を
守
る
取
り
組
み
を
す

る
た
め
に
、
２
０
０
８
年
に
県
内
の
幅
広
い
団
体
と

個
人
で
つ
く
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
す
。 

 
 

こ
れ
ま
で
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

の
学
習
と
反
対
の
取
り
組
み
、
東
日
本
大
震
災
被
災

地
支
援
な
ど
の
ほ
か
、
国
の
種
子
法
廃
止
に
対
し
て

は
、
岩
手
県
議
会
請
願
に
よ
っ
て
、
県
独
自
の
種
子
条

例
を
制
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

日
本
政
府
は
経
済
活
動
の
し
や
す
い
国
作
り
を
目

指
し
、
農
政
で
は
「
農
業
へ
の
企
業
参
入
・
大
規
模
化

と
農
産
物
の
輸
出
振
興
」
を
政
策
の
中
心
に
据
え
て

い
ま
す
が
、
国
連
は
２
０
１
９
年
か
ら
「
国
連
家
族
農

業
の
10
年
」
を
制
定
し
、
世
界
的
に
家
族
農
業
が
果

た
し
て
い
る
役
割
を
評
価
し
守
り
発
展
さ
せ
よ
う
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
日
本
政
府
も
参
加

し
て
い
る
の
で
す
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
や
異
常

な
気
象
変
動
・
円
安
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等

に
よ
っ
て
、
世
界
的
な
食
料
危
機
が
深
刻
化
し
価
格

の
上
昇
が
続
い
て
い
ま
す
。
農
業
生
産
資
材
価
格
暴

騰
と
不
足
も
今
後
の
作
付
け
に
不
安
を
与
え
て
い
ま

す
。
今
ほ
ど
消
費
者
や
生
産
者
が
食
料
確
保
と
生
産

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
の
よ
う
な
食
糧
危
機
に
立
ち
向
か
う
た
め
、
か

つ
て
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
反
対
の
取
り
組
み
の
よ
う
に
、

消
費
者
と
生
産
者
が
一
致
し
て
運
動
し
、
多
く
の
国

民
的
世
論
を
盛
り
上
げ
、
政
府
を
動
か
す
と
き
だ
と
、

全
国
食
健
連
の
国
会
請
願
行
動
に
呼
応
し
、
９
月
末

を
目
途
に
取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

農
業
者
と
の
共
同
に
向
け
、
７
月
～
８
月
に
か
け

県
内
７
農
協
へ
「
食
糧
危
機
の
も
と
で
、
国
産
食
料
の

増
産
、
食
料
自
給
率
向
上
、
家
族
農
業
支
援
強
化
を
求

め
る
請
願
」
個
人
署
名
普
及
へ
協
力
依
頼
を
行
い
ま

し
た
。
各
農
協
で
は
組
合
長
さ
ん
や
幹
部
の
方
々
に

対
応
い
た
だ
き
、
趣
旨
へ
の
賛
同
と
共
同
の
取
り
組

み
を
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

対
話
の
中
で
は
、
農
家
へ
農
協
独
自
の
支
援
を
検

討
し
て
い
る
が
財
源
が
厳
し
い
。
来
春
用
肥
料
は
７

割
方
確
保
見
込
み
。
「
水
田
活
用
交
付
金
の
見
直
し
」

は
市
町
村
と
も
連
携
し
断
念
を
求
め
る
。
米
価
が
１

万
円
を
切
れ
ば
生
産
を
継
続
で
き
る
か
ど
う
か
、
最

大
の
危
機
だ
。
作
り
手
が
い
な
く
な
る
。
国
は
米
価
対

策
を
何
も
し
て
い
な
い
。
乳
価
が
10
円
上
が
る
が
昨

年
の
コ
ス
ト
増
加
の
穴
埋
め
に
し
か
な
ら
な
い
。
反

面
、
乳
製
品
消
費
の
落
ち
込
み
に
な
ら
な
い
か
。
食
料

の
輸
入
依
存
や
市
場
競
争
で
食
糧
政
策
は
大
丈
夫
な

の
か
。
農
業
団
体
と
し
て
政
権
与
党
に
予
算
に
組
み

入
れ
る
よ
う
要
請
し
て
る
が
、「
農
林
族
」
議
員
が
減

っ
て
お
り
困
難
も
あ
る
。
等
々
ど
の
農
協
の
方
々
も

共
通
し
て
、
農
業
生
産
継
続
の
困
難
さ
や
農
業
団
体

の
対
応
の
厳
し
さ
を
訴
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

今
後
も
予
想
さ
れ
る
食
料
価
格
の
高
騰
は
、
生
活

弱
者
ほ
ど
困
難
さ
が
増
し
ま
す
。
農
業
生
産
現
場
も

営
農
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
こ
そ
国
民

的
運
動
を
起
こ
す
と
き
と
私
た
ち
は
訴
え
ま
す
。 

Ｊ
Ａ
平
泉 

 
 
 
 
 
 

Ｊ
Ａ
ふ
る
さ
と 

 



 

 

2022 年９月 15 日 通信「岩手地域総研」（「住民と自治」岩手版） 第 74号（7） 

 

 

 

 

 

寄
稿
２ 

地
域
に
埋
も
れ
る
戦
争
体
験
に
取
り

組
ん
で 

 

宮
古
・
下
閉
伊
地
域
の
戦
争
を
記
録
す
る
会 

代
表 

前
川
慧
一
さ
ん 

 

戦
争
体
験
集
「
私
の
八
月
一
五
日
」 

私
は
、
一
九
三
八
年
、
岩
手
県
釜
石
市
生
ま
れ
、
生

後
間
も
な
く
父
の
朝
鮮
赴
任
に
と
も
な
い
、
当
時
家

族
四
人
で
朝
鮮
に
渡
り
ま
し
た
。
終
戦
の
一
九
四
五 

年
暮
れ
、
小
学
二
年
生
時
、
焼
け
野
原
の
日
本
に
引
き

揚
げ
、
車
窓
か
ら
見
た
広
島
、
東
京
の
姿
に
戦
争
の
悲

惨
さ
を
初
め
て
知
り
、
強
い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。 

や
が
て
私
は
、『
釜
石
に
は
軍
需
工
場
化
し
た
製
鉄

所
が
あ
り
、「
鉄
と
魚
」
の
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
が
、
一
九
四
五
年
七
月
、
八
月
、
日
本
本
土
初
の
、

し
か
も
二
回
も
米
英
連
合
艦
隊
の
艦
砲
射
撃
を
う
け
、

廃
墟
と
化
し
た
“
ま
ち
”
で
あ
る
』
こ
と
を
知
り
、
釜

石
市
は
「
日
本
国
憲
法
を
貫
く
、
平
和
と
民
主
主
義
の

精
神
に
基
づ
き
・
・
・
永
久
の
平
和
都
市
た
る
こ
と
を

決
意
し
宣
言
す
る
」（
釜
石
市
平
和
都
市
宣
言
）
の
具

体
化
に
特
段
の
義
務
と
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
し
、
釜
石
市
平
和
委
員
会
（
会
長
・
小
生
）
と
し

て
「
釜
石
艦
砲
戦
災
資
料
館
（
平
和
祈
念
館
）
」
の
建

設
運
動
を
高
め
よ
う
と
、
戦
争
体
験
集
の
発
行
を
市

民
に
呼
び
か
け
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
原
稿
募
集
と
体

験
の
聞
き
取
り
を
始
め
ま
し
た
。 

釜
石
で
の
戦
争
体
験
集
「
私
の
八
月
一
五
日
」
は
二

〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
で
一
時
中
断
し
ま
し
た

が
、
二
〇
一
五
年
か
ら
一
九
年
ま
で
に
計
五
集
発
行
。

寄
稿
、
証
言
者
は
延
べ
一
七
〇
人
に
上
り
ま
す
。 

 

「
記
録
す
る
会
」
の
発
足
へ 

―

体
験
集
「
戦
争
の
時
代
を
生
き
て
」
へ
、 

手
記
募
集
・
証
言
記
録
に
取
り
組
む 

 

私
は
、
釜
石
で
戦
争
体
験
集
「
私
の
八
月
一
五
日
」

第
三
集
の
編
集
中
、
東
日
本
大
震
災
大
津
波
に
お
そ

わ
れ
、
自
宅
と
と
も
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た
原
稿
を
失

い
、
避
難
所
、
仮
設
住
宅
を
転
々
と
す
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
失
っ
た
原
稿
の
収
集
に
取
り
組
み
、
一

年
遅
れ
で
発
行
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。 

二
〇
一
四
年
、
私
は
娘
家
族
の
住
む
宮
古
に
移
住

し
、
宮
古
で
も
釜
石
の
経
験
を
生
か
し
、
宮
古
・
下
閉

伊
地
域
な
ら
で
は
の
“
草
の
根
”
の
戦
争
体
験
を
収
録

す
べ
く
有
志
を
募
り
、
10
人
で
「
宮
古
・
下
閉
伊
地

域
の
戦
争
を
記
録
す
る
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

二
〇
一
六
年
か
ら
は
、
毎
年
一
二
月
八
日
（
太
平
洋

戦
争
開
戦
の
日
）
に
合
わ
せ
て
体
験
集
「
戦
争
の
時
代

を
生
き
て
」
の
発
行
に
取
り
組
み
、
聞
き
取
り
を
中
心

に
、
昨
年
ま
で
に
計
六
集
、
九
〇
人
の
証
言
を
収
録
。 

 

寄
せ
ら
れ
た
証
言
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。 

【
証
言
①
】
捕
鯨
船
乗
組
員
の
息
子
二
人
が
、
釜
石
沖

で
米
潜
水
艦
の
攻
撃
に
よ
り
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
。 

 

母
は
息
子
の
死
を
信
じ
ら
れ
ず
「
ど
こ
か
の
島
に

泳
ぎ
着
い
て
、
ひ
ょ
っ
こ
り
帰
っ
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
岸
壁
に
行
っ
て
は
海
を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
り
、

近
く
の
山
や
草
む
ら
を
探
し
た
り
し
た
（
八
八
才
女

性
） 

【
証
言
②
】
息
子
が
津
軽
石
駅
で
出
征
兵
士
と
し
て

見
送
り
を
う
け
、
い
よ
い
よ
列
車
が
動
き
出
し
た
と

き
、
母
は
息
子
の
名
を
叫
び
な
が
ら
線
路
づ
た
い
に

追
い
か
け
た
。
そ
の
姿
が
今
で
も
瞼
か
ら
消
え
な
い
。

（
九
四
才
・
女
性
） 

 

体
験
集
の
発
表
会
で
は
、
最
後
に
日
本
国
憲
法
九

条
を
朗
読
。
こ
の
憲
法
の
も
と
で
つ
く
ら
れ
た
服
部

良
一
作
曲
の
「
青
い
山
脈
」
を
合
唱
し
閉
会
し
ま
し
た
。 

「
記
録
す
る
会
」
の
取
り
組
み
は
、
新
聞
、
テ
レ
ビ

で
も
報
道
さ
れ
、
原
稿
募
集
は
、
宮
古
市
広
報
に
も
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
宮
古
市
芸
術
文
化
協
会
か
ら
は
、

「
地
方
文
化
向
上
、
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と

認
め
、
そ
の
偉
業
を
讃
え
る
と
と
も
に
祝
福
す
る
」
趣

意
で
「
宮
古
市
合
同
出
版
祝
賀
会
」
に
招
待
さ
れ
記
念

品
を
授
与
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

「
法
と
民
主
主
義
」
誌
（
２
０
２
２
年
６
月
号
）
・

特
集
「
全
国
に
広
が
る
憲
法
運
動
」
に
掲
載 
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地
名
の
話
３３ 

 
 
 
 
 

高 

橋 

宏ひ
ろ 

壽と
し

さ
ん 

き
っ
ぷ
し
【
木
伏
】
盛
岡
市
駅
前
北
通
り 

 

盛
岡
市
内
を
流
れ
る
北
上
川
に
架
か
る
夕
顔
瀬
橋 

と
下
流
の
開
運
橋
の
間
は
、
左
岸
は
材
木
町
で
、
右
岸 

は
「
木
伏
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
。 

藩
政
期
、
夕
顔
瀬
橋
か
ら
少
し
下
っ
た
右
岸
の
平

坦
地
が
夕
顔
瀬
春
木
場
と
よ
ば
れ
、
川
下
げ
さ
れ
た

木
材
を
川
か
ら
揚
げ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
木
伏
は
、

「
そ
の
丸
太
を
伏
せ
た
場
所
」
と
想
定
し
て
い
た
。 

 

き
ふ
し
【
木
節
・
木
伏
】
盛
岡
市
上
飯
岡
・
羽
場 

と
こ
ろ
が
、
赤
林
山
の
北
東
に
の
び
る
尾
根
の
末 

 

 

端
の
洞
ケ
森
（
３
５
６
ｍ
）
か
ら
流
れ
で
る
木
伏
川
は
、 

土
山
（
ツ
チ
ヤ
マ 

上
飯
岡
１
８
９
ｍ
）
、
木
節
（
キ
フ
シ 

上
飯

岡
１
６
９
ｍ
）
を
流
れ
、
木
伏
（
キ
フ
シ 

羽
場
１
３
０
ｍ
）
へ

入
り
、
羽
場
台
地
か
ら
流
れ
下
っ
て
鹿
妻
本
堰
に
入

る
約
４
・
５
㎞
の
川
で
あ
る
が
、
木
節
や
木
伏
は
川
沿

い
に
細
々
と
ひ
ら
か
れ
た
水
田
と
ス
ゲ
（
菅
）
や
ア
シ

（
葦
）
な
ど
が
繁
茂
す
る
泥
深
い
湿
地
で
あ
る
。 

こ
の
湿
地
が
地
名
木
伏
で
あ
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
語
地

名
で
は
な
い
か
。 

山
田
秀
三
『
北
海
道
の
地
名
』
を
参
照
す
る
と
、
キ

ッ
プ
シ→

キ
ナ
・
ウ
シ
（
ｋ
ｉ
ｎ
ａ
・
ｕ
ｓ
ｉ 

葦
や
菅
が
・
群
生
し 

 

て
い
る
と
こ
ろ
）
が
あ
る
。
木
伏
川
沿
い
は
現
在
も
泥
深 

い
湿
地
帯
で
あ

る
。 そ

し
て
北
上
川

右
岸
の
木
伏
も
か

つ
て
は
、
ア
シ
（
葦
）

な
ど
に
お
お
わ
れ
た
ヤ

チ
（
湿
地
）
で
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。 

 

・
団
体
の
紹
介
・ 

「
記
録
す
る
会
」
は
、
戦
争
体
験
の
記
録
、
語
り
伝
え

等
を
目
的
に
、
２
０
１
５
年
12
月
８
日
、
釜
石
に
お

け
る
戦
災
・
戦
争
体
験
者
の
証
言
収
録
運
動
か
ら
学

び
、
宮
古
地
域
で
生
か
す
た
め
に
趣
旨
賛
同
者
10
人

で
発
足
。
現
在
は
30
人
。
２
０
１
６
年
よ
り
「
体
験

集
」
を
毎
年
発
行
し
、
昨
年
末
で
６
集
に
到
達
。
寄

稿
、
聞
き
取
り
数
は
90
人
に
の
ぼ
る
。
現
在
、
第
７

集
の
発
行
を
め
ざ
し
て
取
り
組
み
中
。 

 


